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第 3 回新潟性感染症（S T D ） 研 究会

日 時 ： 平成13 年 9 月21 日（ 金）

午後6時 3 0分～8時

場 所 ： ホ テル イ タ リア 軒

I． 一 般 演 題

1 　 A I D S 患 者 に生 じた H P V 1 6 型 陽 性 の陰 茎 ボー

エン病の 1 例

池 澤 知 ・ 藤原 浩(雷巌㌔
学

)

46 歳男 , 複 数回海外 で 現 地女性 と 性交渉あり .

平成 8 年頃よ り,
陰茎部 に紅 斑 が 出現 . 平成1 1 年

当科初診時, 同部に廉欄を伴う隆起性 局面を認め

周囲に褐色斑 が散在 . H I V 抗体 陽性 . 生検組織 像

はボ ー エ ン 病の 所見. 組織よ り H P V 16 型 D N A を

検出. その後腹痛 は増大 . 左鼠径部 リ ン パ 節 が腫

大 . 平成13 年 4 月 陰茎腫蕩摘出術 と リ ン パ 節生 検

術を施行 . 組織 は S C C と そ の リ ン パ 節転移 . 病像

の 進展 に H I V の 関与を考えた .

2　腎機能低下とプロテアーゼインヒビターによ

るシンバスタチン濃度高値が原因と考えられ

た横紋筋融解症の一例

塚田 弘樹
・

田沼 厚人
小原 竜軌 ・ 茂呂 寛
飯野 則昭 ・ 田 邊 嘉 也
下 条 文武 (

新 潟大 学 大 学 院
医歯学総合研究科
臨床感染制御学分
野 ( 第 二 内科) )

【目的】 プ ロ テ ア
ー

ゼ 阻害剤 に よ る リ ボ ジ ス ト

ロ フ ィ
ー

は
, 不快な副作用でその コ ン ト ロ ー ル が

問題 とな っ て い る . 今 回我 々 の 施設 で
,
そ の 治療

に用 い た シ ン パ ス タチ ン が原因と推測さ れる横紋

筋融解症 を来 した 一 例を経験 したの で報告する .

【症例】 49 歳, 男性 . H
.
1 0 年10 月 H I V 感染症 と

診断さ れ
, 長野 日赤病院 に入 院 . 同年11 月 よ り

H A A R T 開始 (d 4 T , 3 T C , N F V ) さ れ た . こ の

時点で既に認められ て い た腎機能障害が徐々 に増

悪 したた め, 維持透析 の導入を目的に当院に紹介 .

H . 13 年 4 /3 0 よ り熟発を認め, 5 / 1 緊急入院した .

なお, 同年3 月 , H A A R T を A Z T , E F V , N F V に

変更直後, 揮腫大と ア ミ ラ
ー

ゼ上昇 が認 め ら れ た

ため
,
H A A R T は中止され て い た が, シ ン パ ス タ

ナ ン を含む内服薬は継続さ れて い た .

【経過】 入院時 ,
両側下 肢近位筋の 筋肉痛及 び

筋力低下を認め, C P K 6 890 I U / L と上昇が 認め ら

れ
,
5 / 4 に内服薬 中止 し た が , 5 / 6 には C P K 値

が23 580 I U / L まで増悪 し
,
また , C c r 6 . 7 m l/ m i n .

と低下して い たため , 5 / 7 よ り血 液透析を施行 .

以後 C P K 値は改善傾向と なり, 5 / 18 に は正 常化

した . そ の 後の 経過 は良好 で
,
H A A R T ( A Z T , 3

T C , R T V , S Q V ) 再開,
維持透析導入 と なり ,

7 月

上 旬退院した .

【考察】 横紋筋融解の 原因と し て, 当初 H I V 感

染 及 び 他 の 感 染 症 の 関 与 も 考 え ら れ た が ,

H A A R T 再開前 に, 内服薬中止と血 液透析 によ り

改善 に転 じた こと から
,
内服薬の 関与が疑われ た .

H M G - C o A 還 元 酵素 阻害薬 に よ る横紋 筋融解 症

の 機序 は明らか で な い が
,
血 中濃度上 昇 に伴 い 発

症頻度が増加すると さ れ る . C Y P 3 A 4 に よ り代

謝さ れる シ ン パ ス タ ナ ン は
,
N F V によ る C Y P 3

A 4 の 阻害 によ っ て , 血 中濃度が 上 昇 しや す い .

リボ ジス ト ロ フ ィ ー に対する H M G -C o A 還元酵

素阻害薬の 選択 に際し , 慎重を要する もの と 考え

られた .

I I ． 特 別 講 演

｢ H I V 感染症 : 病態の理解と治療+

東京大学医科学研究所

先端医療研究セ ン タ ー

感染症研究分野

岩 本 愛 吉
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代表幹事　荒川正昭


